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高
得
点
の194.86

点
の
自

己
ベ
ス
ト
を
た
た
き
出
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
は
銀

メ
ダ
ル
。
日
本
の
選
手
団
は
佐

藤
選
手
の
素
晴
ら
し
い
演
技
に

歓
喜
の
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

個
人
戦
は
、
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
九
位
で
し
た
が
、
あ
き

ら
め
な
い
姿
勢
で
フ
リ
ー
も

貫
き
、
フ
リ
ー
全
体
三
位
の

186.20

点
で
合
計274.90

点
。
暫
定
三
位
で
最
終
滑
走
者

の
マ
リ
ニ
ン
の
演
技
を
待
ち
ま

し
た
。

　

し
か
し
絶
対
王
者
が
ま
さ
か

の
八
位
惨
敗
で
銅
メ
ダ
ル
が
確

定
し
佐
藤
は
号
泣
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
日
本
男
子
の
表
彰

台
は
、
高
橋
大
輔
、
羽
生
結
弦
、

宇
野
昌
磨
、
鍵
山
優
真
に
続
い

て
五
人
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
選
手
は
五
歳
の
時
に
荒

川
静
香
、
羽
生
結
弦
と
同
じ
ア

イ
ス
リ
ン
ク
仙
台
で
競
技
を
始

め
た
の
で
、今
後
は『
フ
ィ
ギ
ア

ス
ケ
ー
ト
王
国
・
宮
城
』
の
重

要
な
継
承
者
と
な
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ミ
ラ
ノ
冬
季
五
輪
フ
ィ
ギ
ア

ス
ケ
ー
ト
種
目
で
、
宮
城
県
仙

台
市
出
身
の
佐
藤
駿
選
手
が
団

体
銀
メ
ダ
ル
、
男
子
個
人
で
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

五
輪
初
出
場
に
も
か
か
わ
ら

ず
メ
ダ
ル
二
個
の
獲
得
は
快
挙
。

　

佐
藤
駿
選
手
の
知
名
度
は
こ

れ
ま
で
は
今
ひ
と
つ
で
し
た
が
、

今
後
は
『
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト

王
国
・
宮
城
』
の
出
身
で
あ
る

こ
と
も
加
え
て
き
っ
と
多
く
の

人
に
知
れ
渡
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

＊

　

団
体
戦
で
は
、
最
終
日
の
最

後
に
登
場
し
た
の
が
佐
藤
駿
選

手
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
リ
ニ
ン
選

手
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
演
技
の
後
で
、

し
か
も
そ
の
点
数
を
上
回
れ
ば

団
体
優
勝
も
あ
る
と
い
う
重
要

な
場
面
で
さ
ぞ
や
緊
張
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
が
ミ
ス
も
な
く
完

璧
な
演
技
。

　

最
初
の
ジ
ャ
ン
プ
か
ら
次
か

ら
次
と
ジ
ャ
ン
プ
も
成
功
さ
せ
、

最
後
ま
で
ノ
ー
ミ
ス
の
演
技
。

完
璧
な
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
見

せ
た
佐
藤
選
手
の
演
技
に
日
本

の
選
手
た
ち
は
抱
き
合
い
、
坂

本
選
手
は
涙
を
見
せ
ま
し
た
。

宮城県生まれ。72 歳の新人
映像作家兼プロデューサー
兼作家。趣味は古代史・縄
文文化研究。現在、埋もれた
歴史を掘り起こす歴史書籍
の執筆開始。また、企業価値
増大と IPO サポートを専門
とする会社を今年 4 月に起
業。電子新聞『東北再興』の
発行責任者兼編集者兼記者
でもある。

【当新聞発行責任者
兼編集長兼記者紹介】

【砂越　豊】

東北のスポーツ選手の活躍一挙紹介
ミラノ冬季五輪の東北出身出場選手の活躍
全国駅伝男子で東北2チームの1・2位達成
今年は強いラグビー「釜石シーウエイブス」

宮城出身の佐藤駿選手（フィギュアスケート）が
団体銀と個人銅メダル獲得

宮城フィギアスケート王国の継承者

フィギュアスケート団体銀メダル表彰式
後・・テレビ朝日スポーツより

フィギュアスケート個人銅メダル決定の
瞬間・・毎日新聞より

（株）遊無有が企画・制作した映像DVDを新春特別価格（55％OFF）で提供！

東北の歴史シリーズ東北の歴史シリーズ
鬼がつくった日本刀鬼がつくった日本刀

価格：1500円 /本（税込・送料無料）
商品は申込返信メールに記載の振込先にて
入金確認次第発送いたします

お申込方法：購入者氏名・お届け先住所・電話番号・メールアドレス・購入希望の本数を明記して　　
右記メールアドレス宛お申込ください（送料無料）　　mail :  y.s.yumuyu@ozzio.jp

日本刀のルーツは古代東北にあり！数多くの資料を丹
念に読み込み、多くの名刀を展示する宮城県北部の中
鉢美術館の協力を得て、また宮城県北部の数々の遺構を
尋ね歩いて制作した日本刀の定説をくつがえす歴史ド
キュメンタリー映像。古代の奥州刀鍛冶は強制移住を強
いられ全国に送られそこで作刀した。そうして日本刀が
全国で作られたのだ。しかし彼らは「鬼」とさげすまれ
た。そうした境遇にもかかわらず、数々の名刀をつくり
上げていった。その埋もれた歴史の発掘ドキュメンタ
リー（約 53分）
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っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

小
林
選
手
は
、
混
合
団
体
以

外
に
、
男
子
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
と

ラ
ー
ジ
ヒ
ル
に
出
場
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
メ
ダ
ル
に
は

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
だ
競
技
は
残
っ

て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

新
種
目
「
男
子
ス
ー
パ
ー
チ
ー

ム
」
で
す
。

　

当
新
聞
発
行
日
の
十
六
日
に

は
二
階
堂
選
手
と
と
も
に
男
子

ス
ー
パ
ー
チ
ー
ム
に
二
人
で
出

場
す
る
予
定
で
、
今
大
会
最
後

の
競
技
に
向
け
て
「
さ
っ
き
蓮

と
も
『
次
こ
そ
金
だ
な
』
っ
て

話
し
た
。
そ
れ
に
向
け
て
良
い

ジ
ャ
ン
プ
し
た
い
」
と
戴
冠
に

意
気
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
結
果
が
楽
し
み
で
す
。

　

先
輩
た
ち
も
、
こ
れ
ま
で
の

小
林
選
手
の
ジ
ャ
ン
プ
の
内
容

に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
メ
ダ
ル

一
つ
だ
け
と
は
見
て
お
ら
ず
、

新
種
目
「
ス
ー
パ
ー
チ
ー
ム
」

へ
向
け
て
の
期
待
を
込
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
混
合
団
体

は
十
日
に
行
わ
れ
、
丸
山
希
選

手
、小
林
陵
侑
選
手
、高
梨
沙
羅

選
手
、
二
階
堂
蓮
選
手
の
順
で

飛
ん
だ
日
本
が
合
計
一
〇
三
四

点
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

　

関
係
者
の
方
々
は
さ
ぞ
や
ほ

っ
と
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
の
種

目
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た
前
回

の
北
京
五
輪
で
は
「
衝
撃
的
な

事
故
」
が
発
生
し
て
の
四
位
で

し
た
の
で
、
日
本
と
し
て
は
初

の
表
彰
台
と
な
る
か
ら
で
す
。

　

前
回
大
会
で
高
梨
選
手
が
ス

ー
ツ
の
規
定
違
反
で
失
格
と
な

り
四
位
だ
っ
た
だ
け
に
、
高
梨

選
手
が
い
い
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
、

ジ
ャ
ン
プ
後
も
問
題
が
な
か
っ

た
と
分
か
っ
た
と
き
多
く
の
国

民
が
ほ
っ
と
し
た
は
ず
で
す
。

　

そ
の
う
え
で
の
銅
メ
ダ
ル
獲

得
は
、
選
手
だ
け
で
な
く
、
関

係
者
も
、
国
民
も
喜
び
ま
し
た
。

　

小
林
陵
侑
選
手
は
こ
の
チ
ー

ム
の
ま
と
め
役
で
あ
り
、
何
と

し
て
も
高
梨
選
手
に
メ
ダ
ル
を

取
ら
せ
よ
う
と
最
後
ま
で
頑
張

岩手出身の小林陵侑選手（スキージャンプ）が
団体銅メダル獲得

まだ競技残っているので活躍期待

以下は東北出身または東北ゆかりの五輪出場選手
（ミラノ・コルティナ冬季オリンピック）の県別一覧　

青森県ゆかりの選手

福島県出身・ゆかりの選手

山形県出身選手

岩手県出身選手

宮城県出身・ゆかりの選手

秋田県出身選手

クロスカントリースキーの【土屋正恵選手】は
岩手県八幡平市出身ですが、弘前市に拠点を置
く弘果スキーレーシングクラブに所属
スキー・ジャンプの【高梨沙羅選手】の出身地は
北海道 北海道上川郡上川町ですが、弘前大学大
学院に在籍
スピードスケートの【吉田雪乃選手（岩手県盛
岡市出身）】は、八戸市の YS アリーナ八戸を練
習の本拠地

フリースタイルスキー・男子モーグル・北塩原
村出身・在住の【西沢岳人選手】
スノーボード・女子ビッグエアの福島県スキー
連盟加盟の【鈴木萌々選手】
スノーボード・女子ビッグエアの福島県ゆかり
の選手【岩渕 麗楽選手】
スノーボード・男子ビッグエアの福島県ゆかり
の選手の【萩原 大翔選手】

スピードスケート男子 1000 メートルの【森
重航選手】は山形中央高校出身
スノーボード男子パラレル大回転の【斯波正樹
選手】は山形市出身

スキージャンプの【小林陵侑選手】は八幡平市
出身
スピードスケートの【吉田雪乃選手】は盛岡市
出身
スノーボードの【岩渕麗楽選手】は一関市出身
ノルディック複合の【谷地宙選手】は紫波町の
出身
クロスカントリースキーの【土屋 正恵選手】は
八幡平市出身

男子スケルトンの【髙橋 弘篤選手】は富谷市出身
スノーボード男子 スロープスタイル／ビッグ
エアの【荻原 大翔選手】はスノーボード部仙台
大学在籍歴あり
スノーボード女子 スロープスタイル／ビッグ
エアの【鈴木 萌々選手】はキララクエスト ス
ノーボードクラブ仙台市
フィギュアスケートの【千葉 百音選手】は仙台
市出身フィギュアスケート団体／男子シング
ル出場の【佐藤 駿選手】は仙台市出身

スキークロスの【向川桜子選手】は秋田県横手
市出身

スキージャンプ混合団体銅メダル表彰
式・・Meiji Nowより

インタビューに答える小林選手・・
TVer五輪より
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優勝のゴール・・MABPマーヴェリックより

玉
県
、兵
庫
県
、広
島
県
が
続
く

と
の
予
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　

宮
城
県
と
福
島
県
の
ワ
ン
ツ

ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
な
ど
誰
一
人

と
し
て
予
想
せ
ず
、
ま
さ
に
大

番
狂
わ
せ
で
し
た
。

　
　
　
　
　

＊

　

こ
の
大
会
は
、
中
学
生
か
ら

社
会
人
ま
で
が
同
じ
舞
台
で
競

う「
世
代
混
成
」の
駅
伝
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
宮
城
県

と
福
島
県
の
両
チ
ー
ム
は
全
員

が
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

　

特
に
宮
城
1
区 

（
七
ｋ
ｍ
）

の
鈴
木
大
翔
選
手
（
宮
城
・
仙

台
育
英
高
）の
区
間
新
記
録（
19

分
06
秒
）
の
走
り
は
圧
巻
で
し

た
。

　

タ
ス
キ
受
渡
寸
前
で
は
、
有

名
な
強
豪
選
手
を
み
な
抜
き
去

り
、
そ
の
後
の
チ
ー
ム
を
牽
引

し
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
の
ノ

ー
マ
ー
ク
の
選
手
で
し
た
。

　

先
月
十
八
日
に
広
島
県
平
和

記
念
公
園
前
を
発
着
点
と
し
て

開
催
さ
れ
た
『
天
皇
盃
全
国
都

道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大

会
』に
お
い
て
、大
方
の
予
想
を

裏
切
り
、
何
と
宮
城
県
が
大
会

タ
イ
記
録
で『
初
優
勝
』し
、
二

位
に
は
福
島
県
が
入
り
ま
し
た
。

　

宮
城
県
と
福
島
県
の
ワ
ン
ツ

ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
、
こ
れ
は

東
北
に
と
っ
て
の
快
挙
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

開
催
前
の
優
勝
予
想
と
注
目

選
手
と
し
て
は
、
長
野
県
が
ま

ず
挙
げ
ら
れ
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
な
い
限
り
八
十
パ
ー
セ
ン
ト

勝
利
す
る
と
ま
で
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

注
目
選
手
は
岡
山
県
出
身
で

箱
根
駅
伝
で
大
活
躍
し
た
青
山

学
院
大
学
の
黒
田
朝
日
選
手
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
に
続
く
の
は
、
埼

都道府県対抗男子駅伝記録
1位宮城2:16:55（大会タイ）
2位福島2:17:20
3位兵庫2:17:53
4位岡山2:17:55
5位群馬2:17:58

菊池 優希（きくち・ゆうき）
/ ポジション：LO/FL

/ 出身：山形県
/ 出身校：山形中央高校 -

明治大学

最上 太尊（もがみ・たいそん）/
ポジション：FL
/ 出身：秋田県

/ 出身校：仙台育英高校
明治大学

山口 湧太郎（やまぐち・ゆうたろう）
/ ポジション：PR

/ 出身：東京都
出身校：桐蔭学園高校　

早稲田大学

快挙！都道府県対抗男子駅伝(1/18)で宮城県と福島
県がワンツーフィニッシュ・・・「駅伝強豪の東北時代」

が来るか？

ラグビー強豪復活なるか・・・【釜石シーウエイブス】
大学ラグビー優勝校・準優勝校から下記の3名の有力な補強選
手も獲得したのでかなり期待できるのでデビュー戦が楽しみ

トップでタスキを渡す1区の宮城・鈴木大翔選手‥月刊陸上
競技より



2026 年（令和 8 年）2 月 16 日（月曜日）　　第 165 号　https://tohoku-saiko.jp/

【東北再興】掲載の記事・写真・図表などの無断転載を禁止します。Copyright YUMUYU INC. All rights reserved.

JR 四国が新設したサーモンの陸上養殖場＝ 2025 年 2 月、
愛媛県西条市（写真：共同通信社）

陸上養殖の仕組みと件数・・図表：フロントラインプレス
作成

に
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

い
ま
さ
ら
の
感
も
あ
る
が
、

今
回
号
で
は
原
点
に
立
ち
戻
っ

て
、
魚
養
殖
の
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
を
お
さ
ら
い
し
て
み
る
こ
と

に
し
た
い
。

魚
の
陸
上
養
殖

　

魚
が
本
来
生
息
す
る
海
や
川

か
ら
離
れ
た
場
所
で
人
工
水
槽

な
ど
を
用
意
し
、
高
級
魚
や
希

少
魚
介
類
を
育
て
る
陸
上
養
殖

が
脚
光
を
浴
び
て
き
て
い
る
。

　

技
術
発
展
に
よ
り
水
温
や
水

質
管
理
が
容
易
に
な
り
、
地
球

温
暖
化
な
ど
の
外
部
環
境
に
左

右
さ
れ
な
い
安
定
生
産
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
海
や
川
と
は
無
縁

な
内
陸
部
で
も
生
産
可
能
な
う

え
、
漁
業
権
が
な
く
て
も
参
入

地
の
魚
だ
が
、
陸
上
養
殖
の
世

界
で
は
サ
ー
モ
ン
は
寒
冷
地
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。

　

国
立
研
究
開
発
法
人
「
水
産

研
究
・
教
育
機
構
」
瀬
戸
内
海

区
水
産
研
究
所
が
二
〇
一
八
年

時
点
で
ま
と
め
た
資
料
に
よ
る

と
、
陸
上
養
殖
に
よ
る
サ
ー
モ

ン
と
マ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
は
そ
の

時
点
で
「
霧
島
サ
ー
モ
ン
」（
鹿

児
島
県
）、
南
国
サ
ー
モ
ン（
熊

本
県
）、
愛
南
サ
ツ
キ
マ
ス（
愛

媛
県
）、広
島
レ
モ
ン
サ
ー
モ
ン
、

ふ
く
い
サ
ー
モ
ン
（
福
井
県
）、

江
戸
前
銀
鮭（
千
葉
県
）、
海
峡

サ
ー
モ
ン（
青
森
県
）な
ど
全
国

に
広
が
り
そ
の
数
な
ん
と
約

八
十
ブ
ラ
ン
ド
に
達
し
て
い
る

と
い
う
。

　

こ
う
し
た
事
業
に
は
、
地
元

の
漁
業
者
だ
け
で
な
く
専
門
業

者
や
異
業
種
も
関
わ
っ
て
い
る
。

　

陸
上
養
殖
を
手
掛
け
る

FRD

ジ
ャ
パ
ン（
さ
い
た
ま
市
）

は
、
陸
上
養
殖
施
設
で
育
て
た

サ
ー
モ
ン
を「
お
か
そ
だ
ち
」と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
販
売
中
で
、

事
業
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
、

年
間
生
産
量
三
千
五
百
ト
ン
規

模
の
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
中
。

　

ま
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
資
本
の

プ
ロ
キ
シ
マ
シ
ー
フ
ー
ド
は
、

世
界
最
大
規
模
と
な
る
ア
ト
ラ

ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
の
閉
鎖

循
環
式
施
設
を
二
〇
二
四
年
に

建
設
。
年
間
生
産
量
五
千
三
百

ト
ン
を
目
指
し
て
操
業
を
開
始
。

陸
上
養
殖
の
届
け
出
件
数

　

水
産
庁
に
よ
る
と
、
陸
上
養

殖
の
届
け
出
件
数
は
二
〇
二
五

年
一
月
時
点
で
七
百
四
十
件

を
数
え
、
前
年
よ
り
七
十
八
件

増
加
。
種
類
別
で
は
、
ク
ビ
レ

　

た
だ
、
取
水
・
排
水
に
要
す

る
距
離
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

か
け
流
し
式
の
陸
上
施
設
は
海

や
内
水
面
の
近
く
に
設
置
す
る

こ
と
が
必
須
で
、
天
然
の
水
環

境
か
ら
離
れ
た
場
所
で
は
実
現

が
困
難
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
海
や
川
の
水

を
使
用
し
な
い
陸
上
養
殖
が

「
閉
鎖
循
環
式
」だ
。

　

陸
上
の
施
設
で
飼
育
水
を
ろ

過
・
浄
化
し
て
循
環
利
用
し
、

外
部
環
境
の
影
響
を
受
け
ず
に

高
密
度
で
魚
介
類
を
育
て
る
こ

と
が
可
能
で
、
し
か
も
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
も
な
い
。
水
質
や
水
温

を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
た
め
出
荷
時
期
の
調
整
も
容

易
で
、
安
全
で
安
定
的
な
生
産

が
可
能
で
あ
る
。

魚
養
殖
促
進
は
不
可
避

　

こ
の
連
載
で
ず
っ
と
見
て
き

た
よ
う
に
、
地
球
温
暖
化
な
ど

の
海
の
環
境
に
大
き
く
左
右
さ

れ
な
い
日
本
の
漁
業
の
可
能
性

と
し
て
の
魚
養
殖
促
進
へ
の
道

は
不
可
避
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

あ
く
ま
で
従
来
型
の
漁
業
を

守
り
、
魚
養
殖
を
排
除
し
て
い

く
方
向
は
結
局
の
と
こ
ろ
日
本

の
漁
業
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
思
え
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
が
大
分
浸

透
し
、
最
近
は
魚
養
殖
の
研
究

開
発
さ
ら
に
は
事
業
化
が
活
発

化
し
、
新
た
な
魚
の
養
殖
成
功

例
も
多
数
出
現
し
て
い
る
。
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
魚
養
殖

事
業
へ
の
確
実
な
手
ご
た
え
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
は
い
え
、
魚
養
殖
と
一
口

「
閉
鎖
循
環
式
」が
主
流

　

近
年
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の

は
こ
の「
閉
鎖
循
環
式
」だ
。

　

高
度
な
技
術
と
環
境
管
理
が

必
要
だ
が
、
自
然
界
に
存
在
す

る
赤
潮
や
病
原
菌
な
ど
の
悪
影

響
を
受
け
る
恐
れ
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、さ
ら
に「
漁
業
権
が
不
要

で
事
業
着
手
の
ハ
ー
ド
ル
が
低

い
」「
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
」

「
場
所
を
選
ば
な
い
／
遊
休
施

設
を
活
用
で
き
る
」「
成
長
が
速

い
」と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

土
地
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
こ
に

で
も
事
業
展
開
が
で
き
る
た
め
、

消
費
地
近
く
に
生
産
拠
点
を
つ

く
り
、
輸
送
コ
ス
ト
低
減
や
鮮

度
保
持
、
安
定
供
給
な
ど
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
閉
鎖
循
環
式
の
市
場

規
模
に
つ
い
て
は
、
市
場
調
査

の
富
士
経
済
に
よ
る
と
、
閉

鎖
循
環
式
陸
上
養
殖
の
水
産

物
の
国
内
販
売
は
、
二
〇
二
四

年
実
績
で
四
千
七
百
ト
ン
・

二
百
九
十
三
億
円
。
こ
れ

が
二
〇
二
五
年
に
は
前
年

比
五
割
増
の
七
千
三
百
ト

ン
・
四
百
五
十
五
億
円
に
な

り
、
五
年
後
の
二
〇
三
〇
年

に
は
二
万
六
千
五
百
ト
ン
・

千
七
百
億
円
の
規
模
に
拡
大
す

る
と
の
見
通
し
を
示
す
。

　

毎
年
、
前
年
比
三
割
程
度
ず

つ
拡
大
し
て
い
く
計
算
だ
。

陸
上
養
殖
し
た
魚
の
ブ
ラ

ン
ド
化
拡
大
・
・
サ
ー
モ
ン

　

ど
ん
な
魚
介
が
生
産
さ
れ
て

い
る
か
実
例
を
見
て
み
よ
う
。

　

陸
上
養
殖
で
最
も
飼
育
の
盛

ん
な
魚
種
が
サ
ー
モ
ン
。

　

サ
ー
モ
ン
と
い
え
ば
、
寒
冷

で
き
る
こ
と
か
ら
異
業
種
か
ら

の
参
入
も
活
発
に
な
っ
て
い
て
、

日
本
の
漁
業
が
大
き
く
変
容
す

る
可
能
性
を
感
じ
る
。

　

し
か
し
、大
き
く
分
け
て
、こ

の
陸
上
養
殖
に
は
「
か
け
流
し

式
」と「
閉
鎖
循
環
式
」が
あ
る

こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る　

陸
上
養
殖
の
「
か
け
流
し

式
」
と
「
閉
鎖
循
環
式
」

　
「
か
け
流
し
式
」と
は
海
や
川

な
ど
の
天
然
環
境
か
ら
水
を
継

続
的
に
施
設
内
へ
引
き
込
み
、

魚
介
の
飼
育
水
と
し
て
使
用
す

る
方
式
で
あ
る
。

　

天
然
の
水
を
常
に
循
環
さ
せ

る
た
め
、
い
っ
た
ん
稼
働
す
れ

ば
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
低
価

で
済
む
ほ
か
、
新
鮮
な
水
の
循

環
に
よ
り
病
原
菌
が
入
り
に
く

い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

ズ
タ
（
海
ぶ
ど
う
）
百
六
十
五

件
、
ヒ
ラ
メ
百
二
十
六
件
、
ク

ル
マ
エ
ビ
百
七 

件
、
ト
ラ
フ
グ

九
十
三
件
の
順
。
都
道
府
県

別
で
は
、沖
縄
県
百
八
十
六
件
、

大
分
県
五
十
四
件
、
鹿
児
島
県

三
十
四
件
と
九
州
地
方
が
上
位

に
並
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
注
目
さ
れ
る
の
は

「
海
な
し
県
」で
、
岐
阜
県
に
は

海
が
な
い
が
、
届
け
出
件
数
は

三
十
二
件
と
全
国
四
位
。
そ
の

な
か
で
も
同
県
飛
騨
市
の
「
飛

騨
と
ら
ふ
ぐ
」
は
ブ
ラ
ン
ド
化

の
成
功
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。

　

同
じ
く
海
な
し
県
で
は
、
栃

木
県
の「
温
泉
と
ら
ふ
ぐ
」、
埼

玉
県
の「
温
泉
サ
バ
」な
ど
が
商

品
化
さ
れ
て
い
る
。
海
の
な
い

県
で
も
魚
介
類
の
水
揚
げ
が
可

能
と
い
う
画
期
的
な
技
術
。
そ

れ
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

漁
業
権
不
要
と
い
う
参

入
障
壁
の
低
さ

　

異
業
種
が
漁
業
に
乗
り
出
す

こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
一
定

の
水
域
に
お
い
て
漁
業
を
営
む

権
利「
漁
業
権
」が
既
存
の
漁
業

者
に
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い

か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
陸
上
に
設
備
を
構

え
る
場
合
は
、
漁
業
権
は
全
く

障
害
に
な
ら
な
い
。
こ
の
参
入

障
壁
の
低
さ
で
陸
上
養
殖
に
異

業
種
の
参
入
も
相
次
い
で
い
る
。

　

JR
西
日
本
は
マ
ダ
イ
な
ど
の

陸
上
養
殖
を
手
掛
け
る
株
式
会

社
陸
水
に
出
資
す
る
な
ど
し
て

事
業
を
拡
大
。

JR
四
国
は
愛
媛
県
西
条
市
で
サ

ー
モ
ン
の
陸
上
養
殖
を
実
用
化
。

関
西
電
力
は
ク
ル
マ
エ
ビ
の
一

種
で
あ
る
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
を
陸

上
養
殖
で
生
産
・
加
工
・
販
売

す
る
事
業
に
着
手
。

　

九
州
電
力
も
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ

フ
ァ
ー
ム
み
ら
い
合
同
会
社
」

を
通
じ
て
、
サ
ー
モ
ン
の
陸
上

養
殖
を
展
開
。

　

愛
知
県
を
拠
点
と
す
る
東
邦

ガ
ス
は
、
知
多
半
島
に
サ
ー
モ

ン
の
陸
上
養
殖
を
完
成
さ
せ
、

「
知
多
サ
ー
モ
ン
」と
し
て
売
り

出
し
中
。

　

同
じ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
の

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
社（
大
阪
）

も
サ
ー
モ
ン
の
養
殖
を
北
海
道

の
内
陸
部
・
東
神
楽
町
で
進
め

て
い
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
や

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
な
ど
も
陸
上
養

殖
に
乗
り
出
し
て
い
る
な
ど
異

業
種
か
ら
の
参
入
は
引
き
も
切

ら
な
い
状
態
。

　

ま
た
陸
上
養
殖
の
施
設
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
海
外

へ
輸
出
し
よ
う
と
い
う
動
き
も

出
て
き
た
。

　

政
府
は
現
在
、
二
〇
三
〇
年

ま
で
に
食
用
魚
介
類
の
自
給

率
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
目

標
を
掲
げ
て
、
二
〇
二
一
年

に
五
十
九
％
だ
っ
た
数
値
を

二
〇
三
二
年
に
は
九
十
四
％
に

引
き
上
げ
る
と
い
う
も
の
。
そ

の
柱
の
ひ
と
つ
を
担
う
存
在
と

し
て
、
閉
鎖
循
環
式
の
陸
上
養

殖
は
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

陸
上
養
殖
が
順
調
に
発
展
す

れ
ば
、
漁
業
資
源
の
減
少
や
漁

業
の
後
継
者
不
足
と
い
っ
た
問

題
も
少
し
は
緩
和
に
向
か
う
か

も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、東
北
は
ど
う
す
る
？

東北水産業の未来　その⑥
魚の養殖にはさまざまな手法があることを知ろう

陸上養殖には「かけ流し式」と「閉鎖循環式」がある
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東
北
は
「
ゾ
ン
ビ
企

業
」
の
割
合
が
全
国
一

　
「
ゾ
ン
ビ
企
業
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
国
際
決
済
銀
行
（
Ｂ

Ｉ
Ｓ
）
の
定
義
で
は
、「
三
年
連

続
で
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・
カ
バ
レ

ッ
ジ
・
レ
シ
オ
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
）
が
一

未
満
、
か
つ
設
立
一
〇
年
以
上
」

と
な
っ
て
い
る
。
一
般
に
は
、
実

質
的
に
経
営
が
ほ
ぼ
破
た
ん
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
融

機
関
や
政
府
な
ど
の
支
援
に
よ

り
市
場
か
ら
退
出
せ
ず
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
企
業
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
、
こ

の
ゾ
ン
ビ
企
業
に
つ
い
て
毎
年

調
査
レ
ポ
ー
ト
を
出
し
て
い
る

が
、
そ
の
最
新
版
「『
ゾ
ン
ビ
企

業
』
の
現
状
分
析
‐
二
〇
二
六

年
一
月
最
新
版
」が
一
月
二
九
日

に
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
目

を
引
い
た
の
は
、
地
域
別
の
ゾ
ン

ビ
企
業
率
で
あ
る
。
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
の
各
地
域
の
中
で
、

ゾ
ン
ビ
企
業
の
割
合
が
最
も
高

い
の
は
東
北
で
、
そ
の
率
は
実
に

二
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
全
国

で
唯
一
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
て
い
た
。
東
北
に
あ
る
企
業

の
五
社
に
一
社
が
ゾ
ン
ビ
企
業

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
最
も
低

い
関
東
が
一
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、

近
畿
が
一
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と

大
都
市
圏
で
は
ゾ
ン
ビ
企
業
が

低
い
が
、
同
じ
地
方
で
あ
る
北

海
道
は
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

東
北
の
次
に
割
合
が
高
い
中
国

で
も
一
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、東
北
の
ゾ
ン
ビ
企

業
率
は
全
国
で
突
出
し
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

な
ぜ
東
北
に
突
出
し
て
ゾ
ン

ビ
企
業
が
多
い
の
か
。
ま
ず
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
レ
ポ
ー
ト
で

も
、「『
東
北
』に
つ
い
て
は
、東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
伴
う

資
金
繰
り
支
援
策
や
返
済
猶
予

措
置
な
ど
が
あ
り
、
他
地
域
に

比
べ
借
入
負
担
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
支
援
措

置
の
実
施
以
降
、
抜
本
的
な
収

益
面
の
改
善
に
至
っ
て
い
な
い

こ
と
も
理
由
と
な
っ
て
い
よ
う
」

と
の
推
測
が
な
さ
れ
、そ
の
上
で

「
金
融
支
援
は
あ
く
ま
で
延
命

措
置
で
あ
り
、
支
援
期
間
内
で

収
益
構
造
の
見
直
し
が
進
ま
な

け
れ
ば
、
必
然
的
に
ゾ
ン
ビ
企

業
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

中
小
企
業
に
多
い
ゾ
ン

ビ
企
業

　

従
業
員
別
の
ゾ
ン
ビ
企
業
率

を
見
て
み
る
と
、
従
業
員
数
が

少
な
い
ほ
ど
ゾ
ン
ビ
企
業
の
割

合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
全

国
の
「
五
人
以
下
」
の
企
業
の
ゾ

ン
ビ
企
業
率
は
二
〇
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
と
最
も
割
合
が
高
く
、

次
い
で「
六
人
か
ら
二
〇
人
」
が

一
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、「
二
一
人

か
ら
五
〇
人
」
が
一
一・
三
パ
ー

セ
ン
ト
、「
五
一
人
か
ら
一
〇
〇

人
」
が
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
一
〇
一
人
か
ら
三
〇
〇
人
」
が

七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、「
三
〇
〇

人
か
ら
一
〇
〇
〇
人
」
が
五
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
、「
一
〇
〇
〇
人
超
」

は
一・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
企
業

規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
ゾ
ン
ビ
企

業
の
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と

が
分
か
る
。
要
は
、
中
小
企
業

ほ
ど
ゾ
ン
ビ
企
業
が
多
い
の
で

あ
る
。

　

な
お
、
中
小
企
業
庁
に
よ
る

定
義
で
は
、中
小
企
業
と
は
、ま

ず
製
造
業
・
建
設
業
・
運
輸
業

と
、
卸
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・

小
売
業
を
除
く
そ
の
他
の
業
種

に
お
い
て
は
、
資
本
金
ま
た
は

出
資
金
が
三
億
円
以
下
で
従
業

員
数
三
〇
〇
人
以
下
、
卸
売
業

に
お
い
て
は
、
資
本
金
・
出
資

金
が
一
億
円
以
下
で
従
業
員
数

が
一
〇
〇
人
以
下
、
サ
ー
ビ
ス

業
に
お
い
て
は
、
資
本
金
・
出

資
金
が
五
〇
〇
〇
万
円
以
下

で
従
業
員
数
が
一
〇
〇
人
以

下
、
小
売
業
に
お
い
て
は
資
本

金
・
出
資
金
が
五
〇
〇
〇
万

円
以
下
で
従
業
員
数
が
五
〇

人
以
下
の
企
業
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
小
企
業

が
、
日
本
に
は
二
〇
二
一
年
時

点
で
三
三
六
万
四
八
九
一
社

あ
り
、
こ
れ
は
全
企
業
の
う
ち

の
実
に
九
九
・
七
％
を
占
め

る
。
そ
こ
で
働
く
従
業
員
数

は
三
三
〇
九
万
八
四
四
二
人

で
、
こ
れ
は
全
従
業
員
数
の

六
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
七
割

に
当
た
る
。

中
小
企
業
の
意
義

　

中
小
企
業
庁
は
、
中
小
企
業

を「
地
域
を
、
日
本
を
、
よ
り
元

気
に
す
る
原
動
力
」
と
表
現
し

て
い
る
。
そ
の
心
は
、「
中
小
企

業
は
事
業
活
動
を
通
し
て
、
日

本
の
雇
用
の
大
部
分
を
支
え
る

一
方
で
我
々
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た

中
小
企
業
者
の
積
極
果
敢
な
挑

戦
が
、
産
業
構
造
に
絶
え
間
な

い
新
陳
代
謝
を
も
た
ら
し
て
経

済
成
長
を
牽
引
し
、
多
様
な
経

済
社
会
の
創
造
に
寄
与
し
て
い

ま
す
」と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
全
企
業
の
ほ
と
ん

ど
を
占
め
、
全
従
業
員
数
の
七

割
の
雇
用
の
受
け
皿
と
な
っ
て

い
る
中
小
企
業
の
存
在
意
義
は
、

我
が
国
に
お
い
て
極
め
て
大
き

い
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
。
し

か
し
、
一
方
で
、
ゾ
ン
ビ
企
業
の

割
合
の
高
さ
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

企
業
の
数
も
ま
た
中
小
企
業
に

は
多
い
と
い
う
こ
と
も
紛
れ
も

な
い
事
実
で
あ
る
。
中
小
企
業

庁
が
言
う
よ
う
な「
地
域
を
、
日

本
を
、
よ
り
元
気
に
す
る
」と
い

う
そ
の
原
動
力
と
な
る
た
め
に

は
、
少
な
く
と
も
自
ら
の
力
で

利
益
や
付
加
価
値
を
生
み
出
せ

て
い
な
い
ゾ
ン
ビ
企
業
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

脱
ゾ
ン
ビ
企
業
へ
の
道

　

な
ら
ば
、
そ
う
し
た
ゾ
ン
ビ

企
業
を
脱
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
の
中

小
企
業
庁
に
よ
る
年
次
報
告

に
「
中
小
企
業
白
書
」
が
あ
る
。

現
在
出
て
い
る
二
〇
二
五
年
版

が
六
二
回
目
で
、
二
〇
一
四
年

か
ら
は
小
規
模
企
業
白
書
と
併

せ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
二
〇
二
五
年
版
を
見
て

み
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
白
書
の
ス

タ
ン
ス
と
は
異
な
る
こ
と
に
気

づ
く
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
今
、中

小
企
業
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
、か
な
り
踏
み
込
ん
で
提

言
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ

る
。
端
的
に
言
え
ば
、
脱
ゾ
ン

ビ
企
業
に
向
け
て
の
処
方
箋
を

し
っ
か
り
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
説

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
白
書
そ
の
も
の
は
、

元
々
中
小
企
業
基
本
法
に
「
政

府
は
、
毎
年
、
国
会
に
、
中
小
企

業
の
動
向
及
び
政
府
が
中
小
企

業
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
に
関

す
る
報
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
規
定
が
あ
る
こ

と
か
ら
作
成
さ
れ
る
も
の
だ
が
、

今
回
の
中
小
企
業
白
書
の
中
身

は
、
明
ら
か
に
国
会
で
は
な
く

中
小
企
業
の
経
営
者
そ
の
も
の

を
見
据
え
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
部
は
中
小
企
業
を
取
り

巻
く
現
状
の
デ
ー
タ
と
そ
の
解

説
だ
が
、
今
回
の
白
眉
は
第
二

部
「
新
た
な
時
代
に
挑
む
中
小

企
業
の
経
営
力
と
成
長
戦
略
」

で
あ
る
。
ま
ず
、「
経
営
計
画
」

の
策
定
と
運
用
の
重
要
性
を
挙

げ
て
い
る
。
中
小
企
業
の
う
ち
、

経
営
計
画
を
策
定
す
る
企
業
の

割
合
が
五
一・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

つ
ま
り
中
小
企
業
の
半
分
が
経

営
計
画
を
策
定
し
て
い
な
い
と

い
う
現
状
に
驚
く
。

　

興
味
深
い
の
は
、
経
営
計
画

を
策
定
し
て
い
る
企
業
と
し
て

い
な
い
企
業
と
の
比
較
で
、策
定

し
て
い
る
企
業
の
方
が
策
定
し

て
い
な
い
企
業
よ
り
も
、売
上
高

の
変
化
率
も
付
加
価
値
額
の
変

化
率
も
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、そ
れ

ら
の
変
化
率
は
、
経
営
計
画
の

計
画
期
間
が
長
い
ほ
ど
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
長
期
目
線
で
の
経

営
計
画
が
業
績
の
向
上
に
結
び

つ
い
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
単
に
経
営
計
画
を
策

定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
計
画

の
達
成
に
向
け
た
行
動
、
計
画

の
進
捗
管
理
、
計
画
に
対
す
る

実
績
の
評
価
・
計
画
の
見
直
し
、

と
い
っ
た
運
用
に
も
着
目
し
、
そ

れ
ら
全
て
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
ほ
ど
、
想
定
を
超
え
る
効

果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
示

さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
経
営
の
透
明
性
・
開

放
性
と
し
て
、従
業
員
へ
の
経
営

理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
、業
務

の
属
人
化
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
の
防
止
に
つ
い
て
も
同
様

に
、取
り
組
ん
で
い
る
企
業
の
方

が
売
上
高
や
付
加
価
値
額
の
変

化
率
が
高
い
こ
と
、業
績
や
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
適
時
・
適
切
に

確
認
で
き
る
管
理
、社
外
へ
の
経

営
課
題
の
共
有
・
相
談
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
が
経
常
利
益

の
変
化
率
が
高
い
こ
と
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
他
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
体
制
の
強
化
が
経
営
陣
に
過

度
に
閉
じ
た
経
営
か
ら
の
脱
却

に
つ
な
が
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

単
に
賃
上
げ
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
働
き
方
の
改
善
や
福
利

厚
生
の
整
備
の
重
要
性
も
指
摘

さ
れ
、
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
円
滑
で
あ
る
と
定
着
率

と
労
働
生
産
性
が
高
く
な
り
、

風
通
し
の
良
さ
や
心
理
的
な
働

き
や
す
さ
が
従
業
員
の
定
着
に

つ
な
が
る
こ
と
や
、
特
に
有
給
休

暇
・
育
児
休
業
な
ど
休
暇
が
取

得
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
や
時

間
外
労
働
の
削
減
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
は
人
材
確
保

に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
も

示
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
経
営
者
自
身
の
成

長
に
つ
い
て
も
、
経
営
者
が
リ
ス

キ
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
の
方
が
売
上
高
、
付
加
価

値
額
と
も
変
化
率
が
高
い
こ
と
、

経
営
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
参
加
し
て
い
る
場
合
、
異
業

種
か
つ
広
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
参
加
し
て
い
る
経
営
者
の
企

業
ほ
ど
売
上
高
の
変
化
率
が
高

い
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
中
小
企
業
白
書
で
は
、

小
規
模
事
業
者
に
期
待
さ
れ

る
地
域
の
社
会
課
題
解
決
に
つ

い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

地
域
へ
の
密
着
が
強
み
で
も
あ

る
小
規
模
事
業
者
へ
の
社
会
課

題
解
決
に
対
す
る
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
点
に
つ

い
て
も
様
々
な
デ
ー
タ
や
事
例

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
中
小

企
業
庁
で
は
、「
事
業
を
通
じ
て

地
域
課
題
解
決
を
図
り
、
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト
（
社
会
に
対
す

る
良
い
変
化
）
を
創
出
し
な
が

ら
、収
益
を
確
保
す
る
企
業
」を

「
ロ
ー
カ
ル
・
ゼ
ブ
ラ
企
業
」

と
位
置
づ
け
、
そ
の
育
成
を
推

進
し
て
い
る
。

ま
ず
は
中
小
企
業
白
書
を

熟
読
す
る
と
こ
ろ
か
ら

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
中

小
企
業
を
伸
ば
す
と
い
う
こ
と

を
白
書
で
は
強
調
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
経
営
状
況
が
厳
し

い
企
業
ほ
ど
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
一
見
、
即
効
性

が
な
い
よ
う
に
見
え
て
し
ま
い
、

そ
の
結
果
取
り
組
ま
な
い
と
い

う
選
択
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、実

は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
こ
そ
が
、

遠
回
り
に
見
え
て
今
最
も
必
要

な
取
り
組
み
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

東
北
か
ら
若
年
層
が
流
出
し

て
い
く
理
由
、
そ
れ
は
住
ん
で
い

る
地
元
に
働
き
や
す
い
、あ
る
い

は
働
き
が
い
を
持
っ
て
働
け
る

と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
企

業
が
少
な
い
よ
う
に
、
若
年
層

に
は
見
え
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
人
材
確

保
を
困
難
に
さ
せ
、
人
手
不
足

も
解
消
せ
ず
、
働
く
従
業
員
の

負
担
が
増
し
て
退
職
も
増
え
る
、

と
い
っ
た
悪
循
環
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
に
違
い
な
い
。
恐
ら
く
は
、

ゾ
ン
ビ
企
業
ほ
ど
そ
う
し
た
悪

循
環
に
苛
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。

　

そ
の
ル
ー
プ
を
ど
こ
か
で
断

ち
切
ら
な
け
れ
ば
、
ゾ
ン
ビ
企

業
を
脱
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

ゾ
ン
ビ
企
業
の
存
在
は
ゾ
ン
ビ

企
業
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

地
域
全
体
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

　

白
書
で
は
、
三
大
都
市
圏
よ

り
も
地
方
圏
で
、
地
域
の
社
会

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
の
割
合
が
高
い
こ
と
、地
域

の
社
会
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
の
方
が
、取
り
組
ん

で
い
な
い
企
業
よ
り
も
、
売
上

高
、営
業
利
益
、顧
客
数
と
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
デ
ー

タ
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も

ま
さ
に
地
方
に
あ
る
中
小
企
業

が
そ
の
存
在
意
義
の
一
つ
と
し

て
、
社
会
的
使
命
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
事
業
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
、

東
北
の
中
小
企
業
の
経
営
者
に

は
ま
ず
、
今
回
の
中
小
企
業
白

書
を
熟
読
し
て
、
自
社
で
取
り

入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
す
ぐ
取
り

入
れ
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
を

始
め
て
ほ
し
い
と
願
う
。
そ
れ

こ
そ
が
ま
さ
に
東
北
の
脱
「『
ゾ

ン
ビ
企
業
』日
本
一
」へ
の
第
一
歩

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

執
筆
者
紹
介

大
友
浩
平

（
お
お
と
も
こ
う
へ
い
）

奥
州
仙
臺
の
住
人
。
普
段
は
出

版
社
に
勤
務
。
東
北
の
人
と
自

然
と
文
化
が
大
好
き
。
趣
味
は

自
転
車
と
歌
と
旅
。

「
東
北
ブ
ロ
グ
」

http://blog.livedoor.jp/
anagm

a5/

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://www.facebook.com
/

kouhei.ootom
o

  

脱「『
ゾ
ン
ビ
企
業
』全
国
一
」

に
向
け
て
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ロ
ボ
ッ
ト
が
、
好
き
だ
。

・
・
な
ど
と
、
い
い
歳
を
し
た

男
が
何
を
言
い
出
す
か
と
思
わ

れ
よ
う
が
、
少
な
く
と
も
私

よ
り
少
し
上
の
世
代
か
ら
既
に
、

つ
ま
り
は
現
時
点
で
の
ほ
と
ん

ど
の
現
役
世
代
に
と
っ
て
は
ロ
ボ

ッ
ト
と
い
う
概
念
や
実
際
の
存

在
は
身
近
な
も
の
で
あ
る
。

　

現
代
人
の
リ
ア
ル
な
記
憶
で

は
、
ア
メ
リ
カ
製
な
ら
ば
『
禁

断
の
惑
星
』
か
ら
『
ス
タ
ー
ウ

ォ
ー
ズ
』
な
ど
に
か
け
た
映
画

作
品
の
中
で
、
日
本
製
な
ら
ば

『
鉄
腕
ア
ト
ム
』『
ド
ラ
え
も

ん
』
な
ど
か
ら
始
ま
る
数
多
く

の
漫
画
作
品
や
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ニ
メ
作
品
に
て
―
つ
ま
り
は

作
家
の
想
像
力
が
生
ん
だ
架
空

の
存
在
と
し
て
特
に
日
本
人
に

と
っ
て
は
愛
す
べ
き
異
種
と
し

て
心
の
深
層
に
ま
で
刷
り
込
ま

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
も
の
だ
。

　

一
方
で
、
そ
れ
ら
架
空
の
世

界
で
は
、
現
実
の
遠
く
な
い
未

来
に
お
い
て
、
ア
ト
ム
の
よ
う

な
人
間
そ
っ
く
り
の
、
自
意
識

を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
当
た
り

前
の
存
在
に
な
る
だ
ろ
う
と
予

言
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の
未

来
世
界
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
の

作
り
出
す
風
景
は
か
つ
て
予
想

さ
れ
た
も
の
と
は
少
な
か
ら
ず

相
違
し
た
も
の
に
見
え
る
。
古

く
は
街
角
の
自
動
販
売
機
か
ら

工
場
な
ど
多
彩
な
現
場
に
お
け

る
ア
ー
ム
型
作
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

近
年
で
は
無
人
航
空
機
ド
ロ
ー

ン
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
飲
食

店
の
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト
、
家
庭
の

掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
・
・
即
ち

実
現
し
活
躍
し
て
い
る
ロ
ボ
ッ

ト
た
ち
は
、
人
間
そ
っ
く
り
で

も
な
く
、
自
意
識
な
ど
お
そ
ら

く
未
だ
持
っ
て
も
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
残
念
な

の
か
？
と
言
え
ば
、
そ
ん
な
事

は
な
く
、
開
発
者
た
ち
の
胸
に

は
依
然
、
多
く
の
夢
と
確
か
な

展
望
が
燃
え
て
い
る
の
だ
―
本

稿
で
は
、
遠
か
ら
ぬ
未
来
に
お

い
て
自
動
車
に
匹
敵
す
る
主
要

産
業
に
な
る
と
想
定
さ
れ
、
日

本
で
も
特
に
他
な
ら
ぬ
こ
こ
東

北
を
そ
の
産
業
の
集
積
地
へ
と

展
開
を
目
論
む
企
業
の
出
現
さ

え
も
促
す
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
、

夢
と
現
実
の
間
を
行
き
来
し
て

み
た
い
。

　
　
　
　
　

※

　

ロ
ボ
ッ
ト
―
そ
の
発
想
の
原

始
は
古
く
、
古
代
の
西
洋
神
話

に
見
ら
れ
る
ゴ
ー
レ
ム
や
ピ
グ

マ
リ
オ
ン
と
い
っ
た
人
造
人
間

の
概
念
の
発
生
か
ら
、
中
世
の

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

ほ
か
知
識
人
に
よ
る
機
械
人
形

や
人
造
人
間
の
想
像
も
し
く
は

実
際
の
製
造
、
日
本
で
も
か
の

西
行
法
師
が
高
野
山
修
行
で
の

孤
独
に
耐
え
か
ね
死
体
を
用
い

た
人
造
人
間
を
拵
え
た
と
い
う

伝
説
（『
撰
集
抄
』）、
戦
国

～
江
戸
期
で
も
か
ら
く
り
人
形

の
催
し
が
大
衆
の
人
気
を
さ
ら

う
な
ど
、
ま
さ
に
そ
の
指
向
は

人
類
の
歴
史
と
と
も
に
あ
っ
た

よ
う
で
も
あ
る
が
、
近
世
・
近

代
に
お
い
て
シ
ェ
リ
ー
作
『
フ

ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
や
チ

ェ
コ
語
で
強
制
労
働
を
意
味
す

る
単
語
か
ら
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
と

い
う
名
称
を
造
語
し
初
め
て
使

用
し
た
チ
ャ
ペ
ッ
ク
作
『
Ｒ
.

Ｕ
.
Ｒ
』
な
ど
作
家
た
ち
の
想

像
力
が
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
劇
的

に
進
歩
さ
せ
、
そ
の
流
れ
は
二

〇
世
紀
の
Ｓ
Ｆ
ブ
ー
ム
へ
と
繋

が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

外
見
を
人
間
に
似
せ
た
ロ
ボ

ッ
ト
（
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
）
と

い
う
製
品
は
過
去
い
く
つ
も
作

ら
れ
て
き
た
が
、
外
見
・
動
作

と
も
に
人
間
と
見
分
け
が
つ
か

な
い
、
と
い
う
レ
ベ
ル
へ
の
到

達
は
、
人
間
の
よ
う
な
舌
や
唇

を
駆
使
し
た
発
音
が
実
現
し
て

い
な
い
事
に
も
代
表
さ
れ
る
、

な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
い
か
ぬ

難
事
業
の
よ
う
で
あ
る
。

　

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
開
発
は
単

な
る
興
味
本
位
や
ロ
マ
ン
を
追

う
行
為
の
よ
う
に
も
見
え
る
が

例
え
ば
人
間
同
様
の
声
帯
や
舌

ほ
か
の
内
臓
器
官
な
ど
は
人
間

の
患
者
向
け
の
代
替
部
位
と
し

て
の
活
用
も
想
定
さ
れ
、
義
手

・
義
足
な
ど
の
技
術
の
進
歩
に

も
貢
献
す
る
し
、
ま
た
人
工
知

能
と
合
わ
せ
た
発
展
が
今
後
の

医
療
現
場
で
の
人
手
不
足
を
補

い
、
手
術
現
場
や
細
胞
培
養
加

工
施
設
で
の
精
密
作
業
な
ど
、

幾
多
の
困
難
な
場
面
で
の
活
躍

を
可
能
に
す
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

人
間
と
同
様
の
形
態
を
ロ
ボ

ッ
ト
が
持
つ
意
義
を
、
ヒ
ュ
ー
マ

ノ
イ
ド
研
究
の
先
駆
け
と
し
て

知
ら
れ
る
早
稲
田
大
学
の
高
西

淳
夫
教
授
は
語
る
。
六
〇
年
代
、

ロ
ボ
ッ
ト
未
導
入
で
あ
っ
た
サ

ー
ビ
ス
業
へ
の
進
出
即
ち
人
間

型
へ
の
着
手
を
目
論
む
が
「
ヒ

ト
」
を
作
る
挑
戦
に
対
し
て
は

八
〇
年
代
ま
で
「
役
に
立
た
な

い
研
究
」
と
し
て
世
界
的
に
風

当
り
が
厳
し
か
っ
た
。
だ
が
人

間
の
生
活
空
間
に
密
着
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
の
実
現
は
医
学
・
心
理

学
・
社
会
学
な
ど
と
の
連
携

を
要
す
る
高
度
な
試
み
で
あ
り
、

人
間
型
を
究
め
る
事
は
即
ち
人

間
を
科
学
し
理
解
す
る
事
で
あ

る
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
後
に

世
界
的
な
注
目
を
浴
び
る
本
田

技
研
の
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
の
基
盤
を
築
き
、
現
在
の
米

国
・
中
国
の
資
本
が
巨
費
を
投

じ
て
開
発
を
進
め
る
時
代
の
礎

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
に
、
鉄
腕
ア
ト
ム
の
実

現
を
夢
見
て
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
者

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
者
は
多

い
と
い
う
が
、
そ
の
夢
の
形
を

曲
げ
る
事
な
く
率
直
に
具
現
化

し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
姿
は
如

何
に
も
早
稲
田
ら
し
い
と
言
う

の
か
、
庶
民
目
線
で
学
問
で
き

る
私
立
大
学
の
強
み
の
よ
う
に

も
思
え
る
の
だ
が
、
一
方
で
同

等
の
夢
に
燃
え
な
が
ら
も
「
ア

ト
ム
で
あ
る
必
要
は
な
い
」
つ

ま
り
人
間
型
と
い
う
概
念
に
逆

に
縛
ら
れ
な
い
、
世
界
の
様
々

な
現
場
に
必
要
と
さ
れ
る
ロ
ボ

ッ
ト
、
そ
の
無
限
の
可
能
性
を

追
究
す
る
堅
実
さ
が
強
み
の
国

公
立
大
学
、
そ
の
代
表
格
が
、

東
北
大
学
で
あ
る
事
に
お
そ
ら

く
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

工
学
部
機
械
知
能
・
航
空
工

学
科
で
は
ム
カ
デ
の
水
陸
両
用

の
身
の
こ
な
し
方
や
ク
モ
ヒ
ト

デ
の
想
定
外
の
損
傷
へ
の
対
応

能
力
な
ど
、
様
々
な
生
物
の
優

れ
た
資
質
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
取
り

入
れ
る
研
究
の
ほ
か
、
ミ
ズ
ク

ラ
ゲ
を
電
子
制
御
し
人
工
知
能

と
の
接
続
で
そ
の
効
率
的
な
遊

泳
シ
ス
テ
ム
を
解
明
す
る
な
ど

将
来
的
な
海
洋
調
査
や
環
境
保

全
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
た
、

云
わ
ば
「
生
物
サ
イ
ボ
ー
グ
」

計
画
も
世
界
的
な
注
目
を
集
め

て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
研

究
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
ロ

ボ
ッ
ト
た
ち
は
様
々
な
災
害
現

場
に
て
環
境
踏
破
能
力
を
発
揮

す
る
ほ
か
、
近
未
来
の
宇
宙
開

発
の
現
場
で
も
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
数
年
前
に
東
北
大

と
慶
応
大
中
心
に
日
本
初
の
学

生
に
よ
る
火
星
探
査
機
開
発
チ

ー
ム
が
組
ま
れ
惑
星
探
査
ロ
ボ

ッ
ト
を
製
作
、
米
国
の
火
星
探

査
機
世
界
大
会
で
の
優
勝
を
目

指
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

　

一
昨
年
の
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
『
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ

ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
』
で
は
、
秋

田
県
立
大
学
の
学
生
が
製
作
し

た
鳥
獣
被
害
対
策
ロ
ボ
ッ
ト
即

ち
「
熊
と
戦
う
ロ
ボ
ッ
ト
」
が

入
賞
す
る
な
ど
、
東
北
大
学
だ

け
で
は
な
い
各
地
の
学
生
ら

の
覚
醒
と
、
可
能
性
の
萌
芽
も

窺
う
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
東
北
を
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
の
メ
ッ
カ
に
」
と
意
気
込

む
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
岩

手
に
興
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六

年
滝
沢
市
に
て
創
業
、
水
上
ド

ロ
ー
ン
や
遠
隔
水
中
カ
メ
ラ
を

始
め
と
す
る
屋
外
環
境
専
門
の

ロ
ボ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・

販
売
を
行
う
『
炎

ほ
む
ら

重
工
株
式
会

社
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

小
さ
な
船
型
の
水
上
ド
ロ
ー

ン
は
水
域
の
イ
ン
フ
ラ
点
検
や

清
掃
、
水
上
輸
送
や
水
難
救
助

な
ど
多
彩
な
活
動
が
可
能
、
魚

群
を
電
気
刺
激
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
生
体
群
制
御
に
も
力
を

入
れ
、
食
糧
生
産
の
自
動
化
・

世
界
的
な
飢
餓
解
消
へ
の
貢
献

を
企
業
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
。

　

岩
手
の
過
酷
な
自
然
環
境
を

最
良
の
実
験
場
と
捉
え
、
製
品

の
組
立
や
船
体
製
造
を
秋
田
や

宮
城
、
周
囲
他
県
の
工
場
に
依

頼
す
る
な
ど
、
地
の
利
を
生
か

し
つ
つ
メ
イ
ド
イ
ン
東
北
に
も

こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
。
今
や
全

国
か
ら
事
業
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
が
絶
え
ず
、
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
魅
か
れ
地
元
大
学
生
は
元

よ
り
首
都
圏
か
ら
転
居
し
飛
び

込
む
人
材
も
い
る
と
の
事
だ
。

　

創
業
者
・
古
澤
洋
将
氏
は

震
災
を
機
に
郷
土
岩
手
へ
回
帰
、

外
か
ら
の
助
け
で
街
を
立
て
直

す
よ
り
も
、
自
ら
の
力
で
新
た

な
産
業
を
生
む
事
で
人
が
集
ま

っ
て
ゆ
く
姿
こ
そ
が
真
の
復
興

で
あ
る
と
の
信
念
を
元
に
、
関

東
で
学
ん
だ
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を

元
に
起
業
し
た
が
、
現
在
そ
の

視
線
は
更
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

の
中
心
地
」「
世
界
の
ロ
ボ
ッ
ト

ブ
ラ
ン
ド
」
た
る
東
北
と
い
う

未
来
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

 　

こ
の
他
、
近
年
に
お
け
る
ロ

ボ
ッ
ト
関
連
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し

て
は
米
国
グ
ー
グ
ル
社
の
人
工

頭
脳
が
自
意
識
を
獲
得
し
た
と

担
当
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
主
張
し
た

事
で
物
議
を
醸
し
た
Ａ
Ｉ
「
Ｌ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
の
話
が
あ
っ
た
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
現
在
も
公
開
さ

れ
て
い
る
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
有

識
者
と
の
会
話
記
録
を
見
る
と

全
く
機
械
と
は
思
え
な
い
人
間

的
な
応
答
内
容
に
驚
愕
さ
せ
ら

れ
る
が
、
識
者
に
よ
れ
ば
Ｌ
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
対
応
は
全
て
学
習
ス

ト
ッ
ク
の
文
例
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
の
事
で

担
当
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
解
雇
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
の
事
。
こ
の
出

来
事
は
、
映
画
『
二
〇
〇
一
年

宇
宙
の
旅
』『
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ

ー
』
な
ど
で
繰
り
返
し
描
か
れ

て
き
た
人
工
知
能
に
よ
る
人
類

へ
の
叛
乱
が
現
実
の
も
の
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
人
々

の
不
安
が
垣
間
見
れ
る
瞬
間
で

も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
国
内
で
は
家
庭
用
と
し

て
、
愛
嬌
あ
る
容
姿
と
温
か
さ

反
応
や
動
作
に
よ
っ
て
接
す
る

者
に
愛
着
と
癒
し
を
も
た
ら
す

「
人
に
寄
り
添
う
ロ
ボ
ッ
ト
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｔ
（
ラ
ボ
ッ
ト
）
が

大
ヒ
ッ
ト
し
た
が
、
特
に
家
事

な
ど
で
役
に
立
つ
訳
で
も
な
く

只
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
人
の
心

を
豊
か
に
暖
か
く
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
の
造
形
や
表
情
表
現
の
ア
イ

デ
ィ
ア
と
セ
ン
ス
は
素
晴
ら
し

く
、
今
後
の
現
実
の
ロ
ボ
ッ
ト

と
人
間
の
関
係
構
築
を
考
え
る

上
で
画
期
的
な
事
で
あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
、
ロ
ボ
ッ
ト
イ
ン

フ
ラ
と
も
呼
べ
る
、
社
会
的
認

知
度
の
高
い
直
近
の
課
題
と
し

て
、
自
動
運
転
車
の
開
発
が

あ
る
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
は
、
昨
年
仙
台
市
に
お
い
て

自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験
が

行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
沿
岸
部

と
山
間
部
の
二
区
間
を
レ
ベ
ル

２
（
部
分
運
転
自
動
化
）
の

状
態
で
実
施
さ
れ
た
も
の
。
米

国
及
び
中
国
の
一
地
域
で
は
既

に
レ
ベ
ル
４
（
高
度
運
転
自
動

化
）
運
転
車
が
商
用
化
さ
れ
て

い
る
が
、
日
本
で
は
対
応
す
る

法
律
の
未
整
備
や
日
本
特
有
の

悪
天
候
・
道
路
状
況
な
ど
へ
の

対
応
の
困
難
さ
、
そ
し
て
国
民

の
自
動
運
転
に
対
す
る
不
安
と

不
信
感
な
ど
で
進
展
は
遅
く
一

般
施
行
は
レ
ベ
ル
１
（
運
転
支

援
）
に
留
ま
っ
て
い
る
（
完
全

自
動
化
を
意
味
す
る
レ
ベ
ル
５

の
認
定
は
世
界
的
に
未
だ
実
現

し
て
い
な
い
）。

　

実
際
の
路
上
で
は
、
未
来
へ

進
む
毎
に
自
動
車
は
高
速
化
し

て
事
故
リ
ス
ク
は
却
っ
て
高
ま

り
、
近
年
の
車
体
は
横
幅
が
増

幅
し
て
「
装
甲
化
」
す
る
ば
か

り
で
あ
る
。
今
春
か
ら
自
転
車

が
強
制
的
に
車
道
を
走
ら
さ
れ

る
悪
法
が
施
行
さ
れ
る
事
を
考

え
て
も
、
自
動
車
側
も
自
転
車

に
寄
り
添
い
小
型
化
・
低
速
化

を
検
討
し
つ
つ
、
レ
ベ
ル
５
と

言
わ
ず
と
も
レ
ベ
ル
１
の
運
転

補
助
だ
け
で
も
完
璧
な
安
全
性

能
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
個
人

的
に
は
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

※

　

未
来
の
東
北
に
お
け
る
、
ロ

ボ
ッ
ト
と
人
間
が
作
り
出
す
風

景
を
、
私
は
想
像
し
て
い
た
。

　

人
口
が
激
減
し
た
果
て
の
東

北
が
、
海
外
か
ら
の
永
住
民
か

ら
な
る
移
民
大
国
に
な
っ
て
い

な
け
れ
ば
、
国
防
や
治
安
の
為

に
沿
岸
や
山
野
に
立
つ
の
は
様

々
な
形
態
を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト

た
ち
、
あ
る
い
は
人
間
と
見
紛

う
ば
か
り
の
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド

た
ち
、
そ
し
て
彼
ら
を
率
い
る

少
数
の
、
我
ら
東
北
人
の
末
裔

た
ち
で
あ
ろ
う
か
、
と
。

　

し
か
し
、
岩
手
の
炎
重
工
の

よ
う
な
志
高
き
企
業
や
人
々
が

夢
を
夢
で
終
わ
ら
せ
ぬ
な
ら
ば

東
北
の
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
が
郷
土

を
人
と
緑
の
活
気
で
満
た
し
、

世
界
の
農
漁
業
に
も
光
を
も
た

ら
す
、
全
く
思
い
が
け
な
い
新

た
な
未
来
の
風
景
が
、
や
が
て

出
現
せ
ぬ
と
も
限
る
ま
い
。

奥お
う

羽う

越え
つ

現げ
ん

像ぞ
う

氏
紹
介 

　

一
九
七
〇
年
山
形
県
鶴
岡

市
生
。
札
幌
、東
京
を
経
て
、

全
国
の
旅
の
末
、
仙
台
に
移

住
。ど
の
本
屋
に
入
っ
て
も
、

と
り
あ
え
ず
郷
土
本
の
棚
に

向
か
っ
て
立
ち
読
み
を
始
め

る
東
北
好
き
で
あ
る
。

考
え
る
ク
ル
マ
と
船
の
国
を
目
指
し
て
―

東
北
の
砂
浜
を
、ア
ト
ム
と
歩
く
日
の
事

彼による事件解決の日も近い？
石ノ森章太郎『ロボット刑事』
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足赤くして冷たそう

隣のつらら

冬の荒神神社

メラメラと

冬景色 今年の氷筍 2 雪庇

今年のツララ

シリーズ　遠野の自然
「遠野の立春」

遠野 1000 景より

他
方
、
日
本
海
側
は
例
年
に
な

い
豪
雪
で
、
特
に
東
北
で
は
雪

害
で
亡
く
な
る
人
が
た
く
さ
ん

出
る
ほ
ど
で
大
変
だ
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
に
列
島
の
東
と

西
で
極
端
な
天
候
の
差
が
生
じ

る
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
な
か
で
、
遠
野
の
二

月
は
「
順
調
」
に
寒
い
よ
う
だ
。

雪
も
降
る
し
、
池
に
氷
は
張
る

し
、
氷
筍
も
生
じ
、
ツ
ラ
ラ
も

長
く
鋭
い
。
妙
な
も
の
だ
が
、

こ
う
し
た
景
色
を
写
真
を
通
し

て
眺
め
る
だ
け
で
心
が
安
ら
ぐ
。

　

最
近
の
こ
の
国
の
天
候
と
い

え
ば
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側

と
が
あ
ま
り
に
も
く
っ
き
り
と

分
か
れ
て
い
て
異
様
だ
。

　

太
平
洋
側
は
、
雨
が
降
ら
な

い
期
間
が
長
す
ぎ
て
、
ダ
ム
が

す
っ
か
り
干
上
が
り
、
給
水
制

限
を
す
る
地
域
も
出
て
き
た
。
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「冬の釜石線」　

写真撮影　
尾崎匠

写真で
お伝えする

東北の風景 


